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3カ年事業全体概要 本事業の目的と背景

本事業の目的と背景 本提案の背景
狛江市では、令和３年度に狛江市DX戦略を策定し、デジタルの力でまちのスマート化に取組み、基本理念（ミッション）として掲げる「デジタ

ルの力で人にやさしいまちの実現」に向けて取りんでいますが、令和５年度の取組みとして国のデジタル田園都市国家構想交付金を活用した、地
域データ連携基盤（以下、「都市OS」）と基盤上に構築するサービスの整備を進めています。

この事業は、少子高齢化・核家族化によって地域のつながりが希薄化することによる孤立感の高まりが、子どもの心身の健やかな発達を妨げ、
児童虐待の発生が増加している要因となっている可能性が考えらえるという全国的な共通課題に対して、すべての子ども・若者や子育てに関する
切れ目ない支援を総合的に推進することを目的としており、都市OSを構築し、地域のデータをはじめとする地域資源を活用したサービスを提供す
ることにより、次世代のまちづくりの主役となる子どもへ成長投資する、人間中心主義・子ども中心設計で進めています。

この取組みをさらに進め、都市OSを活用することで、全国的にも同様の悩みを抱えているであろう地域課題の解決と住民のQOL向上に中期的に
取組み、地域を主体とする「スマート東京」の理念を踏まえ、様々な地域でも活用が可能となる事例創出の取組みに邁進することを目的としてい
ます。

デジタル技術を活用して実現するビジョン
（１）市民に対して分かりやすい防災情報を提示する仕組みづくり

狛江市では、昭和49年に多摩川水害が発生し、令和元年東日本台風では内水氾濫が発生しており、首都直下型地震の備えとともに防災・減災対
策の強化に取り組んでいます。防災意識の向上のためには市民に対する防災情報の提供が基本となりますが、災害発生時だけではなく平常時にお
いても市民にとって分かりやすい防災情報に触れることが必要です。防災情報サービスやダッシュボード等を活用して防災情報を分かりやすく見
える化し、災害発生時においても適切な避難情報が提供できるようにします。

（２）ゼロカーボンシティに向けた、データを活用した取組みの「見える化」「見せる化」「風土醸成」
国は令和２年に「2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」ことを宣言しましたが、狛江市においても同様に令和３年４月に

ゼロカーボンシティを宣言し、市が掲げる環境像である「豊かな環境をみんなで未来につなぐまち～水と緑の狛江～」を実現に向けて取り組んで
います。実現に向けては、再生エネルギーの利用やCO2削減効果などのデータ把握、利用促進する仕組みをダッシュボード等を活用して見える化
し、庁内組織や、市民、事業者、有識者等からなる付属機関等での議論等を通じた多様な主体との連携・協働により、分野横断的かつ市民目線、
専門的見地等の多角的視点に立った取組推進を目指していきます。

（３）地域コミュニティの活性化により、住民のQOLを高める
都市OSを活用して進めているスマートシティの取組みと連携し、市民のスマートシティへの参画を促す仕組みを構築するとともに、市民の幸福

度を高める、ライフロングラーニングと地域で学ぶ共助型コミュニティの形成（スマートシチズン＝クエリエティブクラスと定義）、生涯学習で
の進化＝地域の進化により、地域コミュニティの活性化を図ります。
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3カ年事業全体概要 ３カ年の実施計画

3カ年の実施計画

テーマ：「住民参加」「地域コミュニティ」
• スマートシティ推進の透明性や住民参加を

促す「スマートシティ・リビングラボシス
テム」を導入し、住民のアイデア提案と意
見共有を促進し、透明性と信頼性を向上さ
せ、住民参加型のスマートシティ推進の仕
組みづくり

• 住民参加とスマートシティ推進を担う官民
連携組織体「狛江スマートシティ・リビン
グラボ」を設立

• デジタルとクリエイティブで都市を豊かに
をテーマとする「CivicTechコミュニティ」
を設立

2023年度

テーマ

データ
蓄積
利活用

• 子ども関連データ
• 公開可能なオープンデータ
• 子どもデジタルスキル領域における、地域

資源（人・モノ・コト）の学びコンテンツ
データ制作 

継続

テーマ：「防災」「見える化」
• 複数の防災関連データソースを統合、可視

化、分析可能とするデータダッシュボード
の整備

• 防災情報の一斉伝達による効果的な情報流
通ソリューションの実装

• 既存の様々なダッシュボード等を「ダッ
シュボード・見える化ポータル」へ統合し、
都市の見える化を拡充

2025年度

• 河川水位、気象情報、浸水危険地域の発災
時に必要なデータ等

• 防災領域における、地域資源（人・モノ・
コト）の学びコンテンツデータ制作 

テーマ：「環境エネルギー」「地域振興」
• 複数の環境関連データソースを統合、可視

化、分析可能とする環境データダッシュボ
ードの整備

• 「地域コミュニティポイント」の導入とカ
ーボンニュートラル導入意欲向上の施策へ
活用

• 「地域コミュニティポイント」の消費傾向、
回遊傾向分析による政策強化

2024年度

• 環境エネルギー領域における、地域資源
（人・モノ・コト）の学びコンテンツデー
タ制作 

• 狛江スマートシティ・リビングラボオンラインコミュニティ
• 産学官と住民による、スマートシティアイデアソン開催（大人向け）
• CivicTechコミュニティによる、ワークショップ開催（子ども向け）

• 貧富格差なく誰もが学び、体験できる学びのコンテンツデータ提供
• ライフログデータを活用した、共助学習の地域コミュニティづくり
• 地域コミュニティによる、共助型のデジタルデバイド対策

透明性と参加型スマートシティ やさしいまちづくり

都市OS
（地域連携基盤）

3



3カ年事業全体概要 本年度の実施計画

本年度の実施計画

テーマ

データ
蓄積
利活用

継続 • 狛江スマートシティ・リビングラボオンラインコミュニティ
• 産学官と住民による、スマートシティアイデアソン開催（大人向け）
• CivicTechコミュニティによる、ワークショップ開催（子ども向け）

• 貧富格差なく誰もが学び、体験できる学びのコンテンツデータ提供
• ライフログデータを活用した、共助学習の地域コミュニティづくり
• 地域コミュニティによる、共助型のデジタルデバイド対策

透明性と参加型スマートシティ やさしいまちづくり

都市OS
（地域連携基盤）

主な取り組み住民巻き込み計画

＜住民巻き込み＞
• 子ども向けシビックテックワークショップ開催
• 大人向けワークショップ開催
• Coder Dojo KOMAEの定期開催
• Code for KOMAEの活動

＜ソリューションの導入＞
• 防災情報一括配信システム
• 防災情報ポータル導入
• 防災データダッシュボードの導入
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テーマ：「防災」「見える化」
• 複数の防災関連データソースを統合、可視

化、分析可能とするデータダッシュボード
の整備

• 防災情報の一斉伝達による効果的な情報流
通ソリューションの実装

• 既存の様々なダッシュボード等を「ダッ
シュボード・見える化ポータル」へ統合し、
都市の見える化を拡充

2025年度

• 河川水位、気象情報、浸水危険地域の発災
時に必要なデータ等

• 防災領域における、地域資源（人・モノ・
コト）の学びコンテンツデータ制作 



「課題解決策検討」においては、右記
の取り組みを行いました。

1. 地域課題の課題抽出・整理
① 防災データ利活用に関わる領域

2.解決策の検討・実施
① 防災ダッシュボード要件定義・設

計
② データダッシュボード・見える化

ポータル要件定義・設計
③ 防災情報一括配信システム要件定

義・設計

2.企業探索・マッチング
① 共創パートナー探索・巻き込み

3.サービスの提供
① 防災ダッシュボード開発・導入
② データダッシュボード・見える化

ポータル要件定義・設計
③ 防災情報一括配信システム開発・

導入

本年度実施結果 補助事業実施項目「課題解決策検討」
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項目 課題抽出・整理内容

防災データ利活用に関わる領
域

• 国の防災情報、関連する団体の防災情報、狛江市の防災情報、民間事業者が提供する防災情報を
ホームページ等インターネットで調査し、どのようなデータが活用されているかを確認した。

• 防災データを利活用するために、PDFファイルなど、コンピューターによる可読性が困難な形式で
ファイル保存されているものや、データ欠損などがある等、利活用が困難な課題がある。

• 主に抽出された課題は以下のとおりである。
• 多様な防災データが存在する中で、その整理や活用の方向性が明確でない状況であった。
• 防災データが、各所に散らばっていて、一カ所で見ることができなかった
• 防災データが、災害状況ステージにに関係なく散らばって掲示されている

• こうした課題に対応するべく、情報を整理し、市民・行政担当者それぞれが把握できるような状態
にする必要であることが明確になった



本年度実施結果 補助事業実施項目「課題解決策検討」
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項目 実施事項と実施結果

防災ダッシュボード要件定
義・設計

• 防災関係部署との討議により、施策をリストアップ・選定し、防災関係部署との討議により、技
術面・データ面・運用面を総合して施策（防災ダッシュボード）を確定した。

• 防災ダッシュボードは、職員が利用することを優先し、利用経験があるシステム上で構築するも
のとする。

データダッシュボード・見え
る化ポータル要件定義・設計

• 防災関係部署との討議により、施策をリストアップ・選定し、防災関係部署との討議により、技
術面・データ面・運用面を総合して施策（防災ポータル）を確定した。

• 災害時における迅速かつ直感的な情報取得を可能とするため、スマートフォンやタブレットなど
のモバイル端末でも快適に利用できることとする。

• 防災ポータルは、ポイントシステムのミニアプリ（Webアプリ）として連携して使えるものとす
る。

防災情報一括配信システム要
件定義・設計

• 防災関係部署との討議により、施策をリストアップ・選定し、防災関係部署との討議により、技
術面・データ面・運用面を総合して施策（防災情報一斉配信システム）を確定した。

• 国の防災DXサービスカタログを探索などの、情報一斉配信システムの調査を行い、防災情報一斉
配信システムに関しては、類似する取組の経験が豊富な企業を選択

• 「防災情報一括配信システムAアラート」を導入することとする。

共創パートナー探索・巻き込
み

• 「防災ダッシュボード」と「データダッシュボード・見える化ポータル」は、自治体向けスー
パーアプリの開発を推進する「みらい株式会社」と連携しすることとした。「防災ポータル」は、
自治体スーパーアプリのミニアプリとして開発を進めることとする。

「課題解決策検討」においては、右記
の取り組みを行いました。

1. 地域課題の課題抽出・整理
① 防災データ利活用に関わる領域

2.解決策の検討・実施
① 防災ダッシュボード要件定義・設

計
② データダッシュボード・見える化

ポータル要件定義・設計
③ 防災情報一括配信システム要件定

義・設計

2.企業探索・マッチング
① 共創パートナー探索・巻き込み

3.サービスの提供
① 防災ダッシュボード開発・導入
② データダッシュボード・見える化

ポータル要件定義・設計
③ 防災情報一括配信システム開発・

導入



本年度実施結果 補助事業実施項目「課題解決策検討」
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項目 実施事項と実施結果

防災ダッシュボード開発・導入

• 災害対策本部における実運用を想定し、災害時に使用される大画面ダッシュボードにデータを
表示する機能を実装することとする。

• 様々な災害情報を一画面に同時表示し、リアルタイムにデータが更新されることとする。
＜災害情報共有＞
• 災害情報共有（クロノロジー）、地図表示
＜リアルタイム表示＞
• 河川・水位リアルタイム情報表示、ライフライン（ガスの供給・復旧状、停電情報、小田急線

運行情報）
＜状況把握＞
• Aアラート表示など

データダッシュボード・見える化
ポータル要件定義・設計

• 災害発生前後のあらゆる段階において、市民・事業者・行政の各主体が必要な情報を的確に把
握できるよう、リアルタイムデータの表示や地図による視覚的な情報提供機能を備えることと
する

• リアルタイム防災情報の表示（地震情報、津波警報、気象警報・注意報、河川水位（多摩川・
野川など））

• 地図連携による可視化（避難所、防災カメラなど）
• 避難所・退避設備の状況表示（避難所の位置情報、空き情報などの地図表示）
• 防災グッズチェックリスト機能（防災グッズの準備状況に関するチェックリスト）
• 防災情報コンテンツ(防災コンテンツの登録・表示)

防災情報一括配信システム開発・
導入

• 防災情報一括配信システムは、「株式会社ミライエ」が提供する「防災情報一括配信システム
Aアラート」を導入することした。

• 「市民向け防災情報ポータルサービス及び災害対策本部向け防災情報提供サービス・地図サー
ビス含」と、本システム上で発信する情報やデータを、API連携により接続し、リアルタイム
に情報連携できる仕組を構築

「課題解決策検討」においては、右記
の取り組みを行いました。

1. 地域課題の課題抽出・整理
① 防災データ利活用に関わる領域

2.解決策の検討・実施
① 防災ダッシュボード要件定義・設

計
② データダッシュボード・見える化

ポータル要件定義・設計
③ 防災情報一括配信システム要件定

義・設計

2.企業探索・マッチング
① 共創パートナー探索・巻き込み

3.サービスの提供
① 防災ダッシュボード開発・導入
② データダッシュボード・見える化

ポータル要件定義・設計
③ 防災情報一括配信システム開発・

導入



本年度実施結果 補助事業実施項目「推進組織の組成・運営」
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区分 項目 実施事項と実施結果

組織の構成員検討 全体推進組織の構成員検討

全体推進組織は、事業開始時のコンソーシアムメンバーである 狛江市 
および 一般社団法人狛江まちみらいラボ を中心に運営することを基本
とするが、各取り組みに応じて、必要な構成員や共創パートナーを適宜
検討し、柔軟に連携を図るとした。

組織に必要な機能の
定義

組織の構成員の役割定義・運営

構成の役割は、以下のとおり定めた。

＜狛江市＞
全体事業推進・要件定義

＜一般社団法人狛江まちみらいラボ＞
PMO、要件定義・設計、ソリューション導入、運営

組織の運営 会議等の運営方法の検討・運営
• 毎週月曜日に狛江市役所で定例会議を開催
• 必要に応じてオンライン会議の開催
• 随時、Slackを活用したオンラインディスカッションを実施

「推進組織の組成・運営」においては、
右記の取り組みを行いました。

1. 組織の構成員検討
① 全体推進組織の構成員検討

2.組織に必要な機能の定義
① 組織の構成員の役割定義・運営

2.組織の運営
① 会議等の運営方法の検討・運営



本年度実施結果 補助事業実施項目「住民との共創」
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区分 項目 実施事項と実施結果

住民巻込み施策の
検討

スマートシティ・アイデアソ
ンの検討

• スマートシティの推進において、地域課題の解決、地域資源の特性
の活用、潜在的なポテンシャルの発掘を目的とし、市民とのワーク
ショップ開催を検討。

• 大人向けには、防災そのものよりも、地域づくり・地元に関心のあ
る市民を対象とした

• 狛江の防災をテーマとして、大人向けのワークショップを実施する
目的で、 謎解きをしながら市内を歩いて市内にある防災に関する
施設や設備を知ってもらい、防災意識への向上につなげるワーク
ショップ開催を検討。

CivicTechワークショップの
検討

• 小中高生を対象とした、デジタル体験をテーマとしたワークショッ
プのプログラムを企画立案

• 子どもだけでなく親子での参加してもらえるイベントを検討
• 市民が数多く集まる市主催イベント等へのアプローチし、親子で体

験してもらうイベントとした。
• 狛江の防災をテーマとして、子ども向けのワークショップを実施す

る目的で、 VRゴーグル、ARゴーグルを使用し、火災等の疑似体験
を通して防災意識への向上につなげるワークショップ開催を検討

防災領域コンテンツの検討

• 防災に関わる知識や地域防災の啓蒙に繋がる、動画コンテンツを制
作する

• コンテンツは、地域の様々なデータと連携することを目的とする
• メタデータ等をオープンデータ化する

「住民との共創」においては、右記の
取り組みを行いました。

1.住民巻込み施策の検討
① スマートシティ・アイデアソンの

検討
② CivicTechワークショップの検討
③ 防災領域コンテンツの検討

2.住民巻込み施策の実施
① スマートシティ・アイデアソンの

実施・分析・報告
② CivicTechワークショップの実施・

分析・報告
③ 防災領域コンテンツ制作



本年度実施結果 補助事業実施項目「住民との共創」
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区分 項目 実施事項と実施結果

住民巻込み施策の
検討

スマートシティ・アイデアソ
ンの実施・分析・報告

• スマートシティ・アイデアソン（大人向け）及びシビックテック
ワークショップ（子ども向け）『謎解きイベント』実施。

〔開催日時〕2025年11月15日（土）～ 12月14日（日） 9～16時30分
〔開催場所〕狛江駅を中心とした狛江市内
〔参加者数〕249名（未就学児～大人）
〔アンケート数〕141名
〔協力〕Pluslabコンテンツ製作

CivicTechワークショップの
実施・分析・報告

• スマートシティ・アイデアソン（子ども向け）：「バーチャル防災
ミッション～VR体験＆AR迷路で災害に備えろ！ ！」

〔開催日時〕2025年11月16日（日）10時～16時
〔開催場所〕こまえみらいテラス
〔参加者数〕485名（未就学～大人）
〔アンケート数〕139件（回収率28.7%）
〔協力〕三和商事株式会社VRコンテンツ製作、狛江市市民活動セン
ターWS運営協力

防災領域コンテンツ制作

• YouTubeなどの動画共有サービスにアップロードすることを想定
した、横型動画ファイルを1本制作

• YouTubeショート、Instagram、TikTokなどの動画共有サービスに
アップロードすることを想定した、横型動画ファイルを10本制作

「住民との共創」においては、右記の
取り組みを行いました。

1.住民巻込み施策の検討
① スマートシティ・アイデアソンの

検討
② CivicTechワークショップの検討
③ 防災領域コンテンツの検討

2.住民巻込み施策の実施
① スマートシティ・アイデアソンの

実施・分析・報告
② CivicTechワークショップの実施・

分析・報告
③ 防災領域コンテンツ制作



本年度実施結果 補助事業実施項目「住民との共創」 〜抽出した課題と調査結果一覧〜
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ワークショップ 調査結果（参加者の声・気付き） 課題/工夫（工夫した点・苦労した点）

スマートシティ・アイデア
ソン

「狛江市調査隊小さなまち
の大きな歴史-防災編- 」

• 街歩きならではのスポットとクイズで楽しめました！
• 夫婦で参加しましたが目的があると楽しい時間になりました。
• 周遊となると、住宅街ばかりでほぼ変化がなく、トイレも無くて困りました。
• 問題数、難易度、歩く距離、時間は、休日を過ごすのにちょうどよかったです。

防火施設の問題はよく考えられていて楽しかったです。狛江を再発見できて大
変有意義でした。

• 多くの参加者・アンケートをもらえるを獲得できるコンテン
ツにした

• デジタル 防災意識向上に取り組めること
• 冊子を用いた謎解きワークショップであったが、冊子の補充

が間に合わないなど、一部運営面での苦労があった。

CivicTechワークショップ

「バーチャル防災ミッショ
ン～VR体験＆AR迷路で災害
に備えろ！ ！」

• このように身体を動かしながら学べる機会をもっと作っていただけると大変良
いと思います。子供の話すきっかけになりました。

• お店に入ったら、非常口を確認すること。
• 避難経路・場所の確認（２件）
• ハンカチを常に持っておくこと。
• 家や学校での、避難経路を確認し、防災準備をしておこうと思いました。

• 多くの参加者・アンケートをもらえるを獲得できるコンテン
ツにした

• デジタル 防災を組み込むこと
• 未就学児にはゴーグル着用が不可にしたため、未就学児にも

デジタルコンテンツに触れる内容を次回は考えたい。



地域課題探索ワークショップ：イベントの実施 「狛江市調査隊小さなまちの大きな歴史-防災編-」
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〔開催日時〕 2025年11月15日（土）〜 12月14日（日） 9時～16時30分
〔開催場所〕 狛江駅を中心とした狛江市内
〔参加者数〕 249名（未就学児〜大人）
〔アンケート数〕 141名
〔協力〕 Pluslabコンテンツ製作

スマートシティ・アイデアソン（大人向け）：「狛江市調査隊小さなまちの大きな歴史-防災編- 」

参加者の声・気付き 工夫した点・苦労した点

• 多くの参加者・アンケートをもらえるを獲得できるコンテンツにし
た

• デジタル 防災意識向上に取り組めること
• 冊子を用いた謎解きワークショップであったが、冊子の補充が間

に合わないなど、一部運営面での苦労があった。

• 街歩きならではのスポットとクイズで楽しめました！
• 夫婦で参加しましたが目的があると楽しい時間になりました。
• 周遊となると、住宅街ばかりでほぼ変化がなく、トイレも無くて困りました。
• 問題数、難易度、歩く距離、時間は、休日を過ごすのにちょうどよかったです。

防火施設の問題はよく考えられていて楽しかったです。狛江を再発見できて
大変有意義でした。

狛江の防災をテーマとして、大人向けのワークショップを実施する目的で、 謎解きをしながら市内を歩いて市内にある防災に関する施設
や設備を知ってもらい、防災意識への向上につなげるワークショップを開催しました。

SNS告知画像 謎解き体験の様子 イベント告知ブースの様子

地域課題探索ワークショップ：
イベントの実施
 「防災要素を取り入れた謎解きイベント」

右記の取り組みを行いました。

狛江スマートシティ・リビングラボ業務報告書



地域課題探索ワークショップ：イベントの実施 「バーチャル防災ミッション〜VR体験＆AR迷路で災害に備えろ！ ！」
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〔開催日時〕 2025年11月16日（日）10時～16時
〔開催場所〕 こまえみらいテラス
〔参加者数〕 485名（未就学〜大人）
〔アンケート数〕139件（回収率28.7%）
〔協力〕 三和商事株式会社VRコンテンツ製作、狛江市市民活動センターWS運営協力

スマートシティ・アイデアソン（子ども向け）：「バーチャル防災ミッション〜VR体験＆AR迷路で災害に備えろ！ ！」

参加者の声・気付き 工夫した点・苦労した点

• 多くの参加者・アンケートをもらえるを獲得できるコンテンツにし
た

• デジタル 防災を組み込むこと
• 未就学児にはゴーグル着用が不可にしたため、未就学児にもデ

ジタルコンテンツに触れる内容を次回は考えたい。

◆このように身体を動かしながら学べる機会をもっと作っていただけると大変良
いと思います。子供の話すきっかけになりました。
◆お店に入ったら、非常口を確認すること。
◆避難経路・場所の確認（２件）
◆ハンカチを常に持っておくこと。
◆家や学校での、避難経路を確認し、防災準備をしておこうと思いました。

狛江の防災をテーマとして、子ども向けのワークショップを実施する目的で、 VRゴーグル、ARゴーグルを使用し、火災等の疑似体験を通
して防災意識への向上につなげるワークショップを開催しました。

地域課題探索ワークショップ：
イベントの実施
 「バーチャル防災ミッション〜VR体験＆
AR迷路で災害に備えろ！ ！」

右記の取り組みを行いました。

狛江スマートシティ・リビングラボ業務報告書

AR迷路の体験待ちの列 AR迷路体験の様子 VR体験の様子



本年度実施結果 補助事業実施項目「地域間連携」

14

項目 実施事項と実施結果

他地域との情報共有
導入した地域ポイントシステムについて、導入企業から北海道美唄市へ情報共有
を行う。
令和７年度に導入予定で実装導入段階に入っている。

ナレッジをリビングラボシステムに公開

以下をのレポートを、リビングラボシステムに公開。他SNSと連携することを目
的に、記事はSNSサービス「Note」で記載し、トップページにリンクを掲載する
構成とした。

① コロナ禍を機に「1人1台タブレット配布」へ。狛江第一小学校副校長が語る
「教育DX」が広げた学校の可能性

② 「パソコン室」から「1人1台タブレット」の時代へ。狛江の小中学校の変化
③ IT技術は「人と人を繋ぐためのツール」。コマラジ取締役が語る、狛江らしい

スマートシティのあり方

その他取組として、ワークショップ等の状況等を掲載予定。

1.取り組みの連携・拡大
① 他地域との情報共有

2.ナレッジシェア
① ナレッジをリビングラボシステム

に公開



本年度実施結果 課題・対応結果

課題・対応結果は、右記の通りです。
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項目 実施事項と実施結果

課題概要
導入予定（2025/12/31）遅れ

「防災ミニアプリ」の調整でリリースが遅延し、「防災ダッシュボード開
発・導入」が遅れることととなった。

対応策
導入時期の変更(2026/03/20)

「防災ダッシュボード」の受入テストを実行し、修正事項を開発チームに受
け渡し、再度受入テストを実施する。

対応状況・結果
完了予定(2026/03/20)

「防災ダッシュボード」の受入テストを実行し、修正事項を開発チームに受
け渡し、修正要望事項の受入テストの実施・確認待ち。



本年度実施結果 KPI検証結果・考察

KPI検証結果・考察は、右記の通りで
す。
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KPI検証項目 年度 設定 実績 達成度 考察

住民ワークショップ開催数

2023 2 5 250%
開催数は確保できた。本事業以外でもワーク
ショップは市の事業として多数行われている。

2024 4 6 150%

2025 6 6 100%

住民参加ワークショップの
参加者満足度

2023 3 4.5 150%
開催数は確保できた。本事業以外でもワーク
ショップは市の事業として多数行われている。

2024 3.5 3.7 105%

2025 4 4.7 117%

環境エネルギーデータダッシュボード
の閲覧数

2023 - - -
ダッシュボードの存在自体を知られていないため、
告知をする必要がある。

2024 500 50 10%

2025 6000 310 5%

環境エネルギーデータダッシュボード
の満足度

2023 - - -
ダッシュボードの存在自体を知られていないため、
告知をする必要がある。

2024 3.5

2025 4

地域コミュニティポイント
の利用者数

2023 - - -
2024年度は試験導入で、2025年から公式リリース。
イベントと組合せたポイント付与で登録者数増加。

2024 200 35 18%

2025 1000 992 99%

地域コミュニティポイント
の利用者満足度

2023 - - -
実証実験終了時の3月末に利用者アンケート実施
予定。

2024 3.5

2025 4

データダッシュボード・
見える化ポータル閲覧数

2023 - - -
令和7年2月2日に防災ミニアプリをリリースした
ため、3月末の累計アクセス数で算出予定。

2024 - - -

2025 300

データダッシュボード・
見える化ポータルの満足度

2023 - - -
実証実験終了時の3月末に利用者アンケート実施
予定。

2024 - - -

2025 3.5



来年度の対応事項 本年度の振り返り（課題と考察）
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全体を通して、特筆すべき課題と考察
を報告いたします。 全体を通して、特筆すべき課題 考察・対応策

防災ポータルの導入・リリースタイミング
が予定よりも遅れた

• 防災ポータルの導入において、担当部署との調整・開発陣とのスケジュール管理が
不十分であったため、予定日近くで、修正事項がでたため、リリース日を遅らせる
こととなった。

• 各種確認自体は行っていたものの、リリース日と確認・修正に要する時間の見積も
りが十分でなかった。

• これに伴い、防災・災害ダッシュボードの導入・公開も遅れる形となった。

• 担当部署との調整、開発陣とのスケジュール管理を、ブリッジする担当を配置し、
各種の調整を図りながら、導入を進めていく。



「令和7年度 地域を主体とするスマート東京先進事例創出事業」
事業成果報告書

都市OSを活用した、データ活用による地域課題解決と共助社会の推進プロジェクト
狛江市
一般社団法人狛江まちみらいラボ 

初版：2026年2月25日
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